
平成 19・20年度
検討委員会

【施設の検討】
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ラタ■の準設|?|“事件がつ―るつ|‐||
●建物実を中心とした報告書を作成

↓
与板地域委員会へ報告

1   酔|
【組織の検討】

1運営組1織|の構成|

●組織図案を作成

↓

与板地域コミュエティの流れ 資料No,3

与板地域コミュニティの必要性

～よいたのよさを未来につなぐまちづ くり～

関連団体への周知はしていない

平成 Zl年度 住 民同煮Bの年
推進準備委員会

駐塁催融忌雪鰹提を罫み基菖

祖繊1拠点の再線言す

●広報誌

●活動団体紹介

●視察研修会

●講演会

●ワークショップ

●町内説明会

●町内座談会

等の開催

【課題】
・コミュニティってイ可? ・コミュニティセンターはどこにできるの?
・運営組織はどうなっているの? B町 部と村部の温度差がある
・コミュニティに対する庁内の理解がない

行政主導から住民主導1本転換する

言 F開 Ⅲ

一番身近でコミュニティセンターを開設したばかりの、
みしまコミュニティセンター長を招き講演会を開催

住民への

同細が必事

IT十官1鶴謡沸鍋,4T子||
●河l:l清掃活動(旧黒111の清掃)
●太運動会の活性化

口名称を「大運動会」から「与板地域体育祭」に変更
・実行委員会を設置(住民主体の運営へ)等

取り組み
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平成23年 度以降の予定 (郵

平 成 Zヨ年 度  協 締会立与上Fに 向けた準備の年 す

推進準備委員会

【課題】
・推進準備委員任期切れに伴う新たな選任・口………・・・白…口●●●・・・・・※1
・組織・夢会議等のシュミュレーション化…………………………………※2
・関連団体への周知をする(町内会長・活動団体など)・…………………※3
日庁内の協力体制をしつかり固める………………………・・…………・・※4
・住民の意識の把握をする…・・…・・…………・・…………・・…………・※5

・
脇議会主ち上rf準備■

●新推進準備審員の選任“"・・・●●※1

●部会の活動向容の線封
●住民の意見を喉い上ffる事会議等のシステムを検討
●勤特言い年ホームの事業の位置付ltを検討
●公民館・分徳の位置付ltを検討
●コミュニティ立与上rギに向ltた資糾の編亭

(組織、目標、システム等、推進準備委員が主体
となって ・…………※2

庁中宇番つ軒■|
●庁内ワーキングの継続開催"“ ・※4

.牛栗甲中?窄雫々 口||
●町内会長・活動団体こ連携しコミュエティ
ヘの理解を探めてもらう。・““※3

●誌演会の開催

●広報舗の発行          等

1中‐事1手アイ野印つ雫確|
●河fll清掃活動(旧黒f11の清掃)
●与傾地域体育祭の活性化
●高齢昔見守叫言動の準備

!車ヽ|千i啓野稗?宇時■
●河fll清掃活動(旧黒:ilの清掃)
●与fF地域体育祭の活性化

(活動実施の都度アンケートを用意し意識
調査をする)・…・・・・……※5

●高齢音見守Ll活動の準備

1母韓会の■,■!f■|
●事制作成
●組織人事
●コミュエティセンター職員の公幕
●コミュエディセン々―としての予算策定 等

勤特脅Ⅲ年ホ■ムを|ミユ■才1梅シ'■として開設(予定)
ニティを目指していこ孝す。
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新しいコミュエディセンターのあ叫石を検討ゴ



参考資料

口 なぜ今‐thミ五■|ヤ|が必1要|なのか

なぜ、いま地域コミュニティが必要なのでしょうか。私たちの暮らしは豊かになり日常生活が便利になつ

たため、地域や隣近所とのコミュニケーションは面倒で必要がないものと感じる人が増えているのではない

でしょうか。

しかしながら、現状だけでなく10年先を考えると非常に厳しい現実が予想されます。人口減少社会,少

子高齢化の進行、犯罪の増加、防災への対処など個人で解決することが困難な問題が増加しています。

地域でお互いに協力し助け合う組織づくりが急務であるのです。また、東日本大震災においても、地域のコ

ミュニティの大切さが認識されています。

地域においては、様々な団体が個々に目的

を持ち活発な活動をしていますが、今後は

団塊の世代も地域に戻つてきます。このよう

な人材も地域で受け入れ、みんなで地域づ

くりを進める必要があると考えます。

与板地域は、住民のみなさんが誇りにで

きるまちだと思います。大好きな「よいた」を

もっと住みよいまちにするためには「公平・

平等」の立場でしか動けない行政に頼りき

るのではなく、私たち与板住民がお互いに

助け合つて乗り切っていくことが大事なので

す。
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与板地域人口構造の変化
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行事・イベントが多すぎない? 町内会同士のつながりは?

活動の拠点となる施設は
このままでいい?

安b・安全な町づくりは?

1 文 化・スポーツ団体は
まとまつている?

人□滅り社会の到来|

i長岡市民という ■ 1少子・高齢4し社会|
‐  自 覚は?  |‐ |  へ の対応は? |
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■ ょいた五ミt主主1薪計1歯め続要 ○

キャッチフレーズ :「よいたのよさを未来につなぐまちづくり」

目的:一番大切な人の快適な生活を守るため、みんなで、楽しく絆をつくる

。「一番大切な人」とは、自分、家族、恋人。
・「快適な生活を守る」とは、住みよいまち与板の実現。
・「絆づくり」とは、みんなで楽しんで、自分の得意なことやできることから始める。

基本計画

与板らしいコミュニティづくりを実現する。

①与板の良さを次世代につなげる

②今後も、現在の町内会等を単位とした強い絆や良好な隣近所の関係を尊重し、町内会等と密接に連携しな

がら進める。

③「与板夢会議」を設置することで、自由に提案できる仕組みができる。

様々なテーマについてテーブルを設置したい。・・・例;歴史、伝統文化など。

■1由ミ主十■辞材協1議1鍔り1活1動とは
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・交流や違鶴により|

連帯感や信頼度を育む

1緑馳筋像雄
■発見し、解消する



雛施書の鱗づく明鶴畿整。あの3翻翻樹密鶴軽め簗麟β

鰯:18糖鶴活動

簿っ翻鹸鱗簿鞠轡『
ン額の議鶴



※ 「事会議」こ勝?
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地域への課題 ・夢 戦 を育てるH→ 課題解決・夢実現

夢会議のイメープ
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